
1Copyright © Hiroyasu Sugihara 2019

第1条 目的

第3条 基本理念

第4条 市（行政）の責務 第5条 市民の責務 第6条 事業者の責務

第20条 環境審議会第7条 環境基本計画第8条 環境保全のための配慮及び措置

第9条 年次報告書 （市長の附属機関）

（第1条） 市，市民，事業者の責務を明らかにするとともに，環境の保全等に
関する施策の基本的な事項を定め，施策を総合的・計画的に推進し，
もって現在および将来の市民が健康で安全かつ快適な生活を営む上で
必要とする良好な環境を確保することを目的とする．

（第3条）環境の保全等は，市民が快適な生活を営む良好な環境を確保し，
これを将来の世代に継承していくことを目的として行われなければならない．
2 環境の保全等は，人と自然が共生し，環境への負荷の少ない
持続的発展が可能なまちづくりを目的とし，市，市民，事業者等，すべての
者の積極的な取組によって行われなければならない．

（前文より）
環境の保全等（環境の保全，回復及び創出）について，
市民，事業者および市が協調し合い，
総合的・計画的に目的を進めることによって，
環境への負荷が少なく，
人と自然が共生することができる
良好な環境づくりを進める．

東久留米市の
みどりに関する条例

(2006制定)

第2条2 緑の基本計画

計画内 年次報告書

東久留米市の環境基本条例･環境基本計画における目的と各主体の位置づけ

互いに協力
連携

・事業活動において法令を遵守
・事業活動に伴う環境負荷を低減
・環境活動に参加し、地域社会に協力

事業者行政

市民

・日常の業務や公共事業では、
率先して環境への配慮行動を実践

・市民・事業者の環境活動や
各主体間の協働を支援

・人と環境のかかわりについて理解
・日常生活の中で環境に配慮
・積極的に地域の環境活動に参加

出典：東久留米市第2次環境基本計画（2016/3） p.4

第2条 定義

「この計画の推進主体は， 市民（地域で活動する環境団体等を含む）・
事業者（土地所有者や農業従事者等を含む）・
行政（教育委員会や学校を含む）とします．
各主体は，それぞれの立場で，それぞれの役割を果たすとともに，
相互に協働して積極的に環境活動を推進します．」（環境基本計画）

東久留米市環境基本条例 (2004制定)

委員（杉原）参考資料
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基本目標1

水と緑と生きものを守り育てる，
湧水・清流保全都市宣言のまち

個別目標1

湧水や河川を
守り活かす

個別目標2

緑を守り育てる

個別目標3

多様な生きものを
守り育てる

個別目標4

地球温暖化問題へ
対応できる
くらしをつくる

個別目標6

健康で安心できる
くらしをつくる

個別目標7

環境について学び,
活動につなげる

基本目標2

地球環境対策に取り組む，
安心で美しいまち

基本目標3

みんなで取り組む
環境のまち

①事業所や工場，施
設等からの汚染を無くす
→農薬や化学肥料
を過剰に使用しない
②近隣からの公害を
防ぐ
③公害を抑止する活
動を進める
④自動車の公害対
策を進める

将来の環境像: 水と緑，地球環境にやさしい暮らしをみんなで育むまち“東久留米”

施策の方向

①湧水や河川を
保全する

②健全な水循環を
回復し，維持する
③水を汚さない
→農薬や化学肥料
を過剰に使用しない
④ふれあいの場

として活かす

施策の方向

①樹林地・樹木を
保全する

②農地を保全する
→減農薬・無農薬・
有機栽培等の普及
③まちの緑を守り

育てる

施策の方向

①生きものの生息
・生育環境を保全し
回復・創出する
②生きものに関する
調査と意識啓発を
行う
③外来生物種等の
対策を進める

施策の方向

①省エネルギーを進
める
②再生可能エネルギ
ー等の利用を促進する
③まちづくりや交通な
どの総合対策を進める
④地球温暖化対策の
総合的な方針を定め
実施する

施策の方向

①環境情報を共有し
活動につなげる

②学校や職場での
環境学習を進める

③地域社会を通じて
環境学習を進める

施策の方向

個別目標5
ごみの減量・再
利用・リサイクル
を通して
資源循環を進める

施策の方向

①ごみの排出量を
抑制する

②リユース・
リサイクルを進める

東久留米市環境基本計画（＋自由学園環境教育（9分野）とのリンケージ）

個別目標8

よりよい環境を
目指して
みんなで取り組む

①環境活動のすそ野
を広げ，高める
②連携を深めて，
みんなで取り組む

施策の方向

1.河川と水資源
（4.農と食）

2.森林と木の利用
4.農と食

3.生物多様性
（4.農と食）

7.気候変動
8.資源とエネルギー

5.住まいと暮らし
(ゴミ問題を含む)

6.衣生活

9.公害と汚染
10.その他(災害など)

自由学園 環境教育9分野

①自然領域 ： 1.河川と水資源，2.森林と木の利用，3.生物多様性
②社会領域 ： 7.気候変動，8.資源とエネルギー，9.公害と汚染
③生活領域 ： 4.農と食，5.住まいと暮らし，6.衣生活

各種活動
→アンケート参照
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市環境基本計画個別目標と各種計画・長期総合計画

雨水浸透
地下水涵養
（湧水の元は

すべて雨水）

緑地（樹林地・農地）保全
個別目標2 緑を守り育てる

生物・生息地の多様性
個別目標3 多様な生きものを

守り育てる

水循環
個別目標1 湧水や河川を

守り活かす

温暖化/ヒートアイランド/
大気汚染対策
個別目標4 地球温暖化問題へ対応できる

くらしをつくる
個別目標6 健康で安心できるくらしをつくる

新河岸川流域水循環協議会

農業振興計画
(＋都市農業基本計画）

東久留米市環境基本計画(第2次)

緑の基本計画
「特有の環境保全」
「水と緑の拠点」
市緑地保全計画

市生物多様性地域戦略
（緑の基本計画

中間見直し）

地球温暖化対策
市実行計画
（事務事業編）
（区域施策編）

湧水・河川の保全
個別目標1 湧水や河川を

守り活かす

一般廃棄物処理基本計画

ゴミ/ 資源循環

学び・取り組み
個別目標5 ごみの減量・再利用・

リサイクルを通して資源循環を
進める

個別目標7&8 学び＆取り組み

私たちは，湧水と緑に恵まれた東久留米を誇らしく思っています．
それが当たり前，放っておいても存続するように思いがちです．
しかし，それは先人の代から守り育ててきたものなのです．
循環・再生を考えずに，消費するばかりとなっては荒廃をもたらしかねません．
恵みに対して謙虚に向き合い，将来の世代へ継承する必要があります．

長期総合計画
基本目標「地球環境にやさしいまち」

施策1「水と緑にふれあうまちづくり」
基本事業1-1「水辺環境の保全と活用」

1-2「緑の保全と活用」
施策2「環境負荷低減の推進」

基本事業2-1「総合的環境施策の推進」
2-2「資源循環型社会の推進」

環 境

社 会 経 済

環 境

持続可能性
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関与主体
森林環境譲与税

使途：
間伐，人材育成
木材利用促進
普及啓発，森林教育
→市町村は使途を
インターネット等で
講評すること

向山緑地
若返り事業

公園管理者:東久留米市
ボランティア協定者：
向山緑地･立野川勉強会

（市民）
団体会員:(学)自由学園

シュタイナー子ども園

斜面地高木剪定
費用（高額）等へ
の充当，だけ

ではなく

向山緑地・立野川源流域

現状：高木化・老木化
光環境の悪化→農地日陰でクレーム
（毎年畑に被る枝を切る繰り返し，
高木剪定が必要．）
周辺住環境の悪化→日陰，落枝，落ち葉

森林環境税：
森林吸収源対策に
係る地方財源確保
のため
2024FYより
¥1,000/人徴収

↓
森林環境譲与税
2019FYより先行し
て交付．
90%(当初80%)を市町村
10%(当初20%)を都道府
県

各々当該額の50%
を私有
人工林面積で，
20%を林業就業者
数で，
30%を人口で
按分して譲与．

「消極的に保全する

みどり」から
「戦略的に伐採し保全する

みどり」へ

①間伐（高切剪定）・下層植生再生事業
②萌芽更新事業
③森林環境教育（①②による変化の

モニタリングを含む．森林環境教育，
間伐材の木工等）

向山緑地･立野川源流域：水源の森（川のはじまりが見られるお山）
古多摩川が5-6万年前に形成した崖線の北斜面は，年間を通じて水温が
一定(約17度)した豊かな湧水によって冬季の乾燥と凍結をまぬかれた
植物等の寒冷期の回避地．古代より平地の雑木林と異なり，
常緑樹･ササを土砂流出防止，防風壁維持による崖線
土壌の安定の目的で維持し，縁崖林を形成する
クリ･コナラ･シラカシ･イヌシデ等や，崖線と湧水
の植生を生活に有効に活用していた．
（向山遺跡：約7,500年前縄文時代早期末葉に
原始集落，縄文ムラが存在していた．
当時としては先進的）自然環境，歴史的な面でも
極めて貴重な，多世代の学びの場であると
考えられる．
2013年にその価値が認められ
「関東･水と緑のネットワーク百選」
（（公財）日本生態系協会･（一社）

関東地域づくり協会）に選定．

武蔵野の雑木林(二次林)は木材を採取するための
ヤマ(人工林)として，定期的な伐採による樹木の

更新が行われ持続的な循環利用が行われていた．
近代から現代にかけて木質燃料等（薪炭と

落ち葉たい肥）の需要が激減するとともに，
無秩序な開発や公害が社会問題になると，
「樹木の伐採＝自然破壊」という

イメージが定着し，以降，高木化・
老木化に伴う管理上必要な間伐について
も理解が得られ辛い状況．

向山緑地・立野川勉強会：2012年2月
市民と(学)自由学園により発足．
同年3月市とボランティア協定締結
(学)自由学園：
・昭和初期に向山から
立野川の1km下流に移転以来90年，
立野川･落合川を教育研究の場と
してきている（モニタリングを継続）
・戦前からの農業生産をはじめ，戦後の
害虫駆除や水質改善への研究などの基盤
には，周辺の自然環境と生物観察による自然誌資
料にもとづく自然環境保全を教育研究として行って
いる．
・また，1950年の名栗植林以来，毎年の育林・木工
教育を一貫教育の中で「木の学び」として実施して
おり（国内4か所・ネパールで植林・
育林），森林・木材・森林生態系に関する
知見を有している．（2018年森林認証SGEC取得．）

市の予算確保

資金を得ての緑地の
大きな変化につき
学園の知見の一層

投入の要請
→市と学園の

覚書締結
(2019/4/1)

森林環境譲与税充当 向山緑地若返り事業
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等高線 1mをGISで表示すると，

5～6万年前の古多摩川の

流路の痕跡が見える．

その古い流路を利用して

新たに立野川・黒目川・

落合川が形成された

（名残り川という）．

GIS作成: (学)自由学園 杉原弘恭

向山緑地・立野川とは？ 東久留米の湧水は主にスポンジのような関東ローム層から
出ている．その源は周辺の市を含む広域な降雨である．

地表の舗装が進むと枯れる可能性がある．
樹林地，草地，農地，屋敷林，窪地，（多自然）河川，
地下水涵養施設（雨水浸透ます等）による維持は必須である．

かつては，大雨が降ると急速に浸透するとともに，
土壌の粒子の間にある火山灰の微粒子による毛細管現象で，
土中の水分は「野水」「出水」「逃水」となって地表面にあふれ
出ていた．冬は同じメカニズムで大きな「霜柱」が立った．

河川としては，崖線である関東ローム層の下（山すそ）から
川に沿って連続的，リニアに湧出している（明渠排水型）．

農用地･平地林

農用地･平地林

農用地･平地林

縁崖林

・人の手が入らない玉川上水をみると，日当たりのよい南向き斜面

は垂直で，日当たりの悪い北向き斜面は霜柱で崩れている．

・人の手が入る当地では，南向斜面は日当たりがよいので，古代から

山菜採取や農地のために開墾していって緩斜面になっている
（土壌流出防止にも緩斜面化は有効）．サシ＝焼畑 cf.ｺﾃｻｼ，ﾑｻｼ

・北向斜面は，霜柱で崩れやすい（ムケヤマ→向山）にもかかわらず，

人はシラカシやササを維持することで，非常に長い期間，向山遺跡

～近年の住人は，北斜面を保護してきた．それはなぜだろうか？
→北風の防風壁（還流）・土壌飛散防止壁として地形を活かした

ことや，水の利用（明渠排水型導水）があったと考えられる．

異なる植生・生態系

立野川
黒目川

黒目川

立野川

落合川

柳瀬川

野火止用水

0 2 41 km

向山緑地

南向き斜面 北向き斜面

10m

落合川
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雨水浸透
地下水涵養
（湧水の元は
100%雨水）

緑地（樹林地・農地）保全
→環境基本計画個別目標2
→②森林と木の利用

④農と食

生物・生息地の多様性
→環境基本計画個別目標3
→③生物多様性

温暖化/ヒートアイランド/
大気汚染対策
→環境基本計画個別目標4 & 6
→⑦気候変動，⑧電気とエネルギー

⑨公害と汚染

湧水・河川の保全/水循環
→環境基本計画個別目標1
→①河川と水資源

ゴミ/ 資源循環
学び・取り組み
→環境基本計画個別目標5&7&8
→⑤住まいと暮らし（含ゴミ問題）

⑥衣生活， ⑩その他（防災等）

1次産業（農業）

農

２次産業
（製造加工業）

工

住民・消費者
３次産業（飲食

流通小売業）

商

6次産業化・農商工連携（共創）

共 創

Co-Creation
Experiences
of Unique Value

資源 廃物 廃物

緑地･湧水･河川･生物等の保護・保全

6次産業化（農商工連携）・共創と自然環境の保全

市民･事業者･行政の相互協力連携
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（参考）日ごろ気になっている環境問題アンケート（環境フェス市民回答と大学部1年生回答）

Q１. 日ごろ気になる環境問題について，５つまで選んで番号に○をつけてください．

区分（環境基本計画）

票数 順位 票数 順位 票　数 順位 票　数 順位

個別目標１ 1. 湧水の減少と川の水枯れ　 0 2 11 233 6 264 7 水質汚濁(1/7)公害

　 湧水や河川を守り活かす 2. 川のゴミ・水質汚濁　　 4 11 3 310 1 415 1 水質汚濁(1/7)公害

個別目標２ 3. 樹木の減少　 7 5 5 8 175 9 220 9 生物多様性

　 緑を守り育てる 4. 農地が消え・宅地の増加　　 4 5 8 248 5 307 5 生物多様性

個別目標３ 5. 魚や野鳥の減少 8 4 4 9 162 11 220 10 生物多様性

　 多様な生きものを守り育てる 6. ネズミやハクビシン害獣増加 3 2 11 117 13 167 11 生物多様性

7. 外来種の草花の繁殖拡大　　 4 7 6 142 12 165 12 生物多様性

個別目標４ 8. 地球温暖化による気候変動 14 2 15 1 270 3 269 6 地球温暖化

   地球温暖化問題へ対応できる 9. 豪雨時の河川の氾濫　　 0 3 10 83 16 139 14 地球温暖化

    くらしをつくる 10. 省エネへの取り組み不足　 3 2 11 86 15 80 16 地球温暖化

個別目標５ 11. 食材のロス 14 2 13 2 190 8 234 8 廃棄物，食糧問題

　 ごみの減量・再利用・リサイクル 12. 適切なゴミの処理 8 4 8 5 306 2 391 2 廃棄物

   を通して資源循環を進める 13. リサイクル状況 8 4 3 10 215 7 329 3 廃棄物

個別目標６ 14. 放射能問題 15 1 9 4 167 10 162 13 土壌汚染(4/7)

   健康で安心できるくらしをつくる 15. 工場・事業所による騒音・振動・悪臭 1 3 10 29 21 34 21 騒音(5/7)，震動(6/7)，悪臭(7/7)

16. 車や飛行機などによる騒音 1 2 11 53 18 71 18 騒音(5/7)

17. 車・工場などによる大気・土壌汚染 7 5 7 6 45 19 68 19 大気汚染(2/7)，土壌汚染(4/7)

18. 産廃物などの処理、処分の問題 5 3 10 59 17 73 17 廃棄物

19.  環境マナー　犬・猫のフン 5 1 12 259 4 325 4 廃棄物，生活公害

20. 音響やペット鳴き声など生活騒音　 2 2 11 37 20 50 20 生活公害

個別目標７
   環境について学び、活動につなげる

個別目標８

   よりよい環境を目指してみんなで取り組む

21. 環境を守る市民の意識レベル 10 3 6 7 87 14 95 15 環境活動ほか

その他 22. その他 2 3 10 10 22 4 22

125 116 3,283 4,082
[単位：人]

No.20(2016) No.21(2017) No.22(2018)

2,801 2,456 1,758

1,208 1,069 1,158

77% 84% 66%

大量生産大量消費，マイクロプラスチック，

外来生物の飼育放棄，(道路等でのごみ，タバコの

ポイ捨て，等

アンケート東久留米市民の比率

環境フェスタ市民自由学園大学生

2017FY 2018FY

来場者数

アンケート回答者数

2018FY 2019FY
内容→1～7：典型７公害（悪臭，大気汚
染，騒音，振動，水質汚濁，土壌汚染，
地盤沈下）関連

質問項目
（市民が気づく現象としての項目）



8Copyright © Hiroyasu Sugihara 2019

ｖ自 然

生 活

社
会

幼児生活団初等部中等科高等科最高学部

河川と水資源

森林と木の利用

生物多様性

農と食
住まいと暮らし

衣生活

気候変動

公害と汚染

資源とエネルギー

河川

森林

生物

食

住

衣

気候

資源

公害

校内を 流れる立野川の管 理、
市内の 湧水群や水資源を 守る
ための 緑地の保全、井戸 水の
使用、 排水の実態調査を 通し
て、水 の循環を認識し、 豪雨
に備え た治水対策を行う 。

学校 林での植育林活動 、校内
の樹 木観察と管理、机 ・椅子
作り などの木の利用を 通して、
持続 可能な木の誕生か ら木の
利用 までの流れを作り 上げる。

地域の野生 植物や野鳥の観
察・調査と 保護、草本灌木
の野外植物 観察実験区の利
用と管理、 在来種の外来種
からの保護 を通して、生物
多様性のた めの環境を整え
る。

新天地で の作物栽培や養豚 ・養
魚などの 食糧生産、食事作 りと
栄養計算 、テーブルセット と食
事、廃棄 と後片付けまでの 育て
る・整え る・味わう・始末 する
の一連の 活動を通して、食 の循
環を体験 する。

自治的な 学校生活、寮生活 の
中で住環 境を維持管理、改 善
すること 、生活の中でゴミ の
減量化や 資源の再利用など を
通して生 活を見直し、持続 可
能な暮ら し方に取組む。

衣類の購 入から管理（洗
濯・整理 整頓）、廃棄の仕
方まで、 また裁縫をして自
分の衣服 を制作することを
通して、 衣類を大切にする
生活のあ り方を考える。

気象観測や 天気図 の勉強を
通して、気 候変動の実態を
知り、それ に伴って生じる
環境や生活 への影響を考え、
その要因と なる 温室効果ガ
スの排出を 抑えた暮らしと
社会を作っ ていく 。

電気・ガス などの使用量を知 り、
省エネルギ ー・節電を励む中 で
エネルギー の有効な利用を学 ぶ
と共に、発 電所の理解を通し て
再生可能エ ネルギーを元にし た
エネルギー 計画を展望する。

私た ちの生活から出さ れる
廃棄 物が大気・水質・ 土壌
の汚 染にどのように関 連し
てい るかを知り、廃棄 物の
適切 な処理方法を知っ て実
行し 、併せて公害の歴 史を
学ぶ 。

河川と水資 源

河川と 水資源

河川と 水資源

河川と水資 源

河川と水資源

森林と木 の利用

森林と木の 利用

生 物多様性 生物多様性

森林と木の 利用

森林と木の 利用

森林と木の 利用

生物多様性 生物多様性 生物多様性

農と食

農 と食

衣生活衣生活 衣生活 衣生活 衣生活

住ま いと暮らし

農と食

農と食

農と食

住ま いと暮らし

住まいと暮 らし

住まいと 暮らし

住まいと暮らし

気候変 動

資源 と
エネル ギー

公害と汚染

気候変動

資源 と
エネル ギー

公 害と汚染

公害と 汚染

公害と 汚染

公害と 汚染

資源と
エネルギー

資源と
エネルギー

資源と
エネルギー

気候変動

気候変動

気候変動

・水道の供給源から排出先
まで（水源⇒取水場⇒浄水
場⇒配水場⇒家庭・事業所
⇒水処理センター⇒川）を
知る

・2年：落合川の生き物

・4年：多摩川を辿り、上流・中
流・下流の地形の違いを知

る、水の利用を学ぶ

・落合川と南沢湧水群（平成の
名水百選）を知る

・地理：日本の川の特徴を世界の川との比
較から見る、水の配分の地域差

・理科：状態変化、水溶
液とイオン、酸性とアル
カリ性

・地理：山から海へ河川がつくる
地形、世界の安全な飲料水の確保

・理科：物質量と化学反応式

・D立野川の管理

・D 河川水質調査（有志）

・J 井戸水の水質検査（食主任）

・向山緑地・立野川の観察保全

・落合川・立野川の研究

・立野川の治水研究

・立野川の管理（男子部補助 ST)
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・落ち葉集め、ド
ングリ拾い

・木登り・落ち葉集
め、ドングリ拾い

・1年：東大演習林
見学-樹種の違いを
知る
・5年： D名栗植林地
見学-育林管理を学ぶ、

・地理：気候区分と
植生の変化

・理科：学園内の樹
木の四季の移り変わ
りを知る

・理科：有機物の性
質、光合成の仕組み

・D木の学び-机と椅
子の制作

・地理：世界の森林
面積率の比較、森林
面積の推移

・理科：植物のから
だのつくりとはたら
き

・D名栗育林活動、
製材所の見学、木材
加工体験

・J 木の学び-机と椅
子の更新

・J 木の利用-薪によ
るご飯炊き、マツ・
イチョウの葉による
道路整備

・生活経営研究実
習-庭園自然環境・
樹木グループ -樹木
の管理

・新名栗フィールドの
育林活動

・ネパールワークキャ
ンプでの植林活動

・10年毎の学園内樹
木調査

・鳩の世話とからだの
つくりを知る

・ヒマワリの栽培
と種の勉強

・1，２年：動物園
見学・3，4年：貝の勉

強・動物の飼育： 3年・ウ
サギ、 4年・小鳥、5
年・メダカ、 6年・烏骨
鶏

・植物、鳥、虫、池の生
き物の観察と季節だより

・理科：植物・動物
の細胞と仕組み、種
の多様性と進化

・理科：校内の植物・
野鳥の観察と季節によ
る変化

・理科：海洋生物の実
地学習

・理科：遠足の山の自然
の学習

・理科：環境と植
物・動物の反応、種
の変異と進化

・理科：遠足の山
の自然の学習

・J 大芝生の雑草管理

・美術：季節の花、
学園の庭を描く

・J 花壇の花、菊の栽
培

・生活経営研究実
習-庭園自然環境：
草本灌木グループ -
野草の観察記録、
野外植物観察実験
区の管理

・生活経営研究実
習-農芸グループ -行
事用・花壇用の花の
栽培

・1年：生物科学基
礎-生命現象を考える
ための基礎や生物多
様性の維持について
も学ぶ

・2年：フィールド
研究基礎 -各地域の野
外の自然を観察し、
それぞれの特徴を南
沢と比較考察する

・野生生物の保全、
池の動植物の保全

・二十日大根、ツルム
ラサキ、サツマイモ、
ナスの栽培と栗ひろい

・食事の仕方、サツマ
イモの料理、世界の料
理を味わう

・作物栽培： 1年・二十日大根とカブ、
2年・インゲンと大根、 3年・サツマイ
モ、 4年・里芋とヘチマ、 5年・お米、
6年・ジャガイモと小松菜

・5，6年：お米炊き、
調理実習

・収穫感謝祭

・食堂のテーブルマスター、
残食の計量

・地理：世界における米作
と小麦栽培、世界各地の食
文化

・理科：消化と吸収、
栄養分

・家庭：食生活と栄
養素

・D産業：作物、養豚、養魚、
果樹、キノコ
・J 昼食づくり（調理、栄養計算）

・J 野菜栽培、堆肥作り

・地理：世界の農業と食料問題、
食料自給率、フードマイレージ

・理科：有機化合物、化学反応、酸性と
アルカリ性

・家庭：食品の成分表、栄養素とカロリー、食品衛生

・昼食づくり（調理、栄養計算、保存食づくり）

・学校・寮の食の委員、残食計量

・生活経営研究実習 -食グループ-保存食、食品加工、新メニューの開発

・生活経営研究実習 -農芸グループ-新天地の畑の利用計画
と管理

・東久留米市及び各種農業との連携

・那須農場での勇気米つくり

・2年：栄養学（選択）

・残食グループの活動

・衣類の脱ぎ着、たた
み方、翌日の洋服準備

・ハンカチ洗い、上履
き洗い

・季節や気温の変
化に応じた衣服の
着用

・昆虫の一生を学ぶ、
蚕の飼育と糸取り

・和棉の栽培

・衣服の手入れ -手
洗いと洗濯、ボタ
ン付け

・地理：布の種類と原
2料生産地-綿・綿花栽
2培地、絹･養蚕地、麻
1･麻（ヘンプ）栽培地、
羊羊毛-ヒツジの飼育地

・家庭：衣類の購
入、管理（洗濯、
手入れ、アイロン
かけ）、持ち数の
把握、廃棄の方法

・J 裁縫：衣服の
自作 1年・エプ
ロン、2年・ブラ
ウス・スカート、
3年・ ワンピー
ス

・地歴：繊維・織物
産業（紡績・製糸）

・理科：高分子と化
学繊維

・家庭：オーガニッ
ク製品と環境問題

・J 裁縫：衣服の
自作 1年ズボン・
パジャマ・シャツ
カラーのブラウス、

2年ワンピース・夏
物の上下・正式な
スカート、 3年選
択ジャケット・
オーバーコート

・J 2年：衣類整理館
の運営

・2年：ライフスタ
イル概論 -環境調和
型のライフスタイル
形成についての考察

・被服学概論・実
習：年齢・体型・障
害の有無に関わらず
全ての人の豊かな衣
生活

・卒業研究・卒業勉
強等での衣服の提案

・友愛セール

・手拭いしぼり

・ほうき掃き、
ガラス拭き

・水拭き、ワックス拭きと落ち葉掃き

・ゴミ処理場の見学

・ヘチマ栽培とタワシ作
り、ヘチマ水つくり

・家庭：モノの管理、お金
の管理（小遣い帳）、時間
の管理

・家庭：掃除の仕方、掃除道具の使い方

・自治区域・労作、掃除道具の購
入・管理

・寮の掃除・修理
・理科：石けんや洗剤の化学

・家庭：重曹やクエン酸と
いった自然素材の利用

・自治区域・労作、掃除道具の購入・
管理

・寮の掃除・修理

・生活環境委員会の活動：
ゴミの減量化、ゴミの分
別、古紙回収の推進

・2年：ライフスタイル
概論-環境調和型のライ
フスタイル形成について
の考察

・3，4年テーマ別グループ研
究-ライフスタイル：生活資源（経済・財、

時間・能力・労力）の使い方、
ライフスタイル（生活）研究の
基礎

・生活環境委員会の活動：全校のゴミの減量
化、ゴミの分別、古紙回収の推進

・気象観測と気象の報
告（昼食時）

・気象情報と天気の
変わり方、太陽の高
度と天気の変化

・理科：天気の変化 -
露点と湿度・気圧、気
象観測 -前線と気団、
日本付近の天気 -偏西
風・季節風、天気図
の書き方

・理科：太陽の運動 -
日周運動・年周運動

・理科：地球大気の
熱収支、大気の大循
環、温室効果と温暖
化

・J 気象観測とデータ
の蓄積

・台風・雪への対策
・光化学スモッグ・
熱中症注意報の連絡

・校内観測ポイント
の気象自動観測シス
テムの利用

・電気の働き：電池と回路

・節電・省エネルギー
の取組み

・燃焼の仕組み

・理科：電流と磁界 -
直流回路、電磁力と電
磁誘導、電力と電力量

・地理：エネルギー資源の
種類、エネルギーの消費量

・理科：様々なエネル
ギーとその変換，エネ
ルギー資源

・生活環境委員会の活
動：電気使用量の振返
り、節電の呼びかけ

・理科：熱とエネギー、
仕事と熱、電力とジュー
ル熱、様々な発電方法
と再生可能エネルギ
ーの利用

・理科：電気-電気と生活、
モーターと発電機、交流
と電波

・生活経営研究実習 -資
源・エネルギーグルー
プ：電気使用量のモニ
タリング、空調の自動
制御の研究、節電・省
エネルギーの推進

・生活環境委員会の活動：
全校の電気使用量の振返り、
節電の工夫と呼びかけ

・大気汚染・水質汚濁・
土壌汚染と私たちの生活

・ゴミの減量化

・家庭：私たちの生活から出
されるゴミ、洗剤、油（有機
溶剤）、重金属などの廃棄物
と大気・水質・土壌の汚染

・家庭：ゴミの減量化、廃棄物の
適正な処理 -天ぷら油・蛍光灯・電
子機器・バッテリ

・地歴：公害の歴史、途上国の公
害と私たちの生活の（鉱工業、大
規模開発など）

・理科：大気汚染物質・水質汚濁物質・土壌
汚染物質、放射性物質
・理科：原子力発電所
事故と放射能被害

・福島サマースクール

・2年：水俣公害発生地域への研修旅行

・1年：経営と経済・社会 -公害・水
俣病を，領域の異なる学問分野（経済
学・環境学，社会学，人文学）からと
らえる ・那須・蛇尾川の研究

・J 1年・大芝生管理

・5年：食の元を探
る

自 然 ：いのちと環境の調和が保たれるために水と緑と生きものを守り育てる（エコロジカル）
社 会 ：環境を守り有限な資源が循環し続けるための生産と消費の関係をつくる（サステナブ

ル）
生 活 ：生産から廃棄までの過程で環境負荷が少ないものを選んで使って暮らす（エシカル）

社 会
サステナブル

・寮での自炊

・寮での自炊、食事の委員、 D食改善委員会

・保健：食事と健康

J は女子部、 Ｄは男子部を表
す

生 活
エシカル

各分野の

河川の氾濫 、安全な水の不足 、砂漠化
と水資源の 枯渇

輸入木 材依存と国内木材 の利
活用、 国内人工林の未整 備、
違法伐 採・違法木材の取 引、
世界森 林面積の減少

開発による生息 地の破壊、耕作
放棄と里山の劣 化、外来種や化
学物質の侵入、 エコツーリズム
と生物保護の両 立

食糧自給率の低 下、巨大種苗
企業によるタネ の独占、飢
餓・食料不足と 食品ロス

大量生産大量消費 と大量廃棄、
貧困と生活保護、 後発国のイ
ンフラ・教育・福 祉・医療の
未整備

原産地での農 薬大量使用、衣
料品工場での 低賃金・重労働、
ファストファ ッションと廃棄
物増加

気候難民の発生 、温暖化による
海面上昇・食糧 生産の危機・感
染症の拡大、気 象の極端化によ
る被害（洪水・ 干ばつ・竜巻な
ど）

エネ ルギーの大量消費 、化石燃
料依 存と温室効果ガス の増加、
原子 力発電所事故と放 射能汚染、
増え 続ける放射性廃棄 物

大規模開 発と環境破壊、環 境化学
物質によ る土壌・水質汚染 、排気
ガスと大 気汚染、原子力発 電所事
故と放射 能汚染

国内外の課題
学内の目標

・食器洗い

D 名栗植林地の木材
を使った工作

・J 海山植林地見学

・校内を歩き、季
節や天気の違いを
知る・地理：世界の気候

・観測データの校内へ
の配信

・内外のデータの分
析活用

・地理：ケッペンの
気候区分

過去に行われていて現在行なわれていないものと
これから行なう予定のものが一部含まれています。

・遊びを通して多くの
生物の存在を知る

ｖ自 然

生 活

社
会

幼児生活団初等部中等科高等科最高学部

河川と水資源

森林と木の利用

生物多様性

農と食
住まいと暮らし

衣生活

気候変動

公害と汚染

資源とエネルギー

河川

森林

生物

食

住

衣

気候

資源

公害

校内を 流れる立野川の管 理、
市内の 湧水群や水資源を 守る
ための 緑地の保全、井戸 水の
使用、 排水の実態調査を 通し
て、水 の循環を認識し、 豪雨
に備え た治水対策を行う 。

学校 林での植育林活動 、校内
の樹 木観察と管理、机 ・椅子
作り などの木の利用を 通して、
持続 可能な木の誕生か ら木の
利用 までの流れを作り 上げる。

地域の野生 植物や野鳥の観
察・調査と 保護、草本灌木
の野外植物 観察実験区の利
用と管理、 在来種の外来種
からの保護 を通して、生物
多様性のた めの環境を整え
る。

新天地で の作物栽培や養豚 ・養
魚などの 食糧生産、食事作 りと
栄養計算 、テーブルセット と食
事、廃棄 と後片付けまでの 育て
る・整え る・味わう・始末 する
の一連の 活動を通して、食 の循
環を体験 する。

自治的な 学校生活、寮生活 の
中で住環 境を維持管理、改 善
すること 、生活の中でゴミ の
減量化や 資源の再利用など を
通して生 活を見直し、持続 可
能な暮ら し方に取組む。

衣類の購 入から管理（洗
濯・整理 整頓）、廃棄の仕
方まで、 また裁縫をして自
分の衣服 を制作することを
通して、 衣類を大切にする
生活のあ り方を考える。

気象観測や 天気図 の勉強を
通して、気 候変動の実態を
知り、それ に伴って生じる
環境や生活 への影響を考え、
その要因と なる 温室効果ガ
スの排出を 抑えた暮らしと
社会を作っ ていく 。

電気・ガス などの使用量を知 り、
省エネルギ ー・節電を励む中 で
エネルギー の有効な利用を学 ぶ
と共に、発 電所の理解を通し て
再生可能エ ネルギーを元にし た
エネルギー 計画を展望する。

私た ちの生活から出さ れる
廃棄 物が大気・水質・ 土壌
の汚 染にどのように関 連し
てい るかを知り、廃棄 物の
適切 な処理方法を知っ て実
行し 、併せて公害の歴 史を
学ぶ 。

河川と水資 源

河川と 水資源

河川と 水資源

河川と水資 源

河川と水資源

森林と木 の利用

森林と木の 利用

生 物多様性 生物多様性

森林と木の 利用

森林と木の 利用

森林と木の 利用

生物多様性 生物多様性 生物多様性

農と食

農 と食

衣生活衣生活 衣生活 衣生活 衣生活

住ま いと暮らし

農と食

農と食

農と食

住ま いと暮らし

住まいと暮 らし

住まいと 暮らし

住まいと暮らし

気候変 動

資源 と
エネル ギー

公害と汚染

気候変動

資源 と
エネル ギー

公 害と汚染

公害と 汚染

公害と 汚染

公害と 汚染

資源と
エネルギー

資源と
エネルギー

資源と
エネルギー

気候変動

気候変動

気候変動

・水道の供給源から排出先
まで（水源⇒取水場⇒浄水
場⇒配水場⇒家庭・事業所
⇒水処理センター⇒川）を
知る

・2年：落合川の生き物

・4年：多摩川を辿り、上流・中
流・下流の地形の違いを知

る、水の利用を学ぶ

・落合川と南沢湧水群（平成の
名水百選）を知る

・地理：日本の川の特徴を世界の川との比
較から見る、水の配分の地域差

・理科：状態変化、水溶
液とイオン、酸性とアル
カリ性

・地理：山から海へ河川がつくる
地形、世界の安全な飲料水の確保

・理科：物質量と化学反応式

・D立野川の管理

・D 河川水質調査（有志）

・J 井戸水の水質検査（食主任）

・向山緑地・立野川の観察保全

・落合川・立野川の研究

・立野川の治水研究

・立野川の管理（男子部補助 ST)
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・落ち葉集め、ド
ングリ拾い

・木登り・落ち葉集
め、ドングリ拾い

・1年：東大演習林
見学-樹種の違いを
知る
・5年： D名栗植林地
見学-育林管理を学ぶ、

・地理：気候区分と
植生の変化

・理科：学園内の樹
木の四季の移り変わ
りを知る

・理科：有機物の性
質、光合成の仕組み

・D木の学び-机と椅
子の制作

・地理：世界の森林
面積率の比較、森林
面積の推移

・理科：植物のから
だのつくりとはたら
き

・D名栗育林活動、
製材所の見学、木材
加工体験

・J 木の学び-机と椅
子の更新

・J 木の利用-薪によ
るご飯炊き、マツ・
イチョウの葉による
道路整備

・生活経営研究実
習-庭園自然環境・
樹木グループ -樹木
の管理

・新名栗フィールドの
育林活動

・ネパールワークキャ
ンプでの植林活動

・10年毎の学園内樹
木調査

・鳩の世話とからだの
つくりを知る

・ヒマワリの栽培
と種の勉強

・1，２年：動物園
見学・3，4年：貝の勉

強・動物の飼育： 3年・ウ
サギ、 4年・小鳥、5
年・メダカ、 6年・烏骨
鶏

・植物、鳥、虫、池の生
き物の観察と季節だより

・理科：植物・動物
の細胞と仕組み、種
の多様性と進化

・理科：校内の植物・
野鳥の観察と季節によ
る変化

・理科：海洋生物の実
地学習

・理科：遠足の山の自然
の学習

・理科：環境と植
物・動物の反応、種
の変異と進化

・理科：遠足の山
の自然の学習

・J 大芝生の雑草管理

・美術：季節の花、
学園の庭を描く

・J 花壇の花、菊の栽
培

・生活経営研究実
習-庭園自然環境：
草本灌木グループ -
野草の観察記録、
野外植物観察実験
区の管理

・生活経営研究実
習-農芸グループ -行
事用・花壇用の花の
栽培

・1年：生物科学基
礎-生命現象を考える
ための基礎や生物多
様性の維持について
も学ぶ

・2年：フィールド
研究基礎 -各地域の野
外の自然を観察し、
それぞれの特徴を南
沢と比較考察する

・野生生物の保全、
池の動植物の保全

・二十日大根、ツルム
ラサキ、サツマイモ、
ナスの栽培と栗ひろい

・食事の仕方、サツマ
イモの料理、世界の料
理を味わう

・作物栽培： 1年・二十日大根とカブ、
2年・インゲンと大根、 3年・サツマイ
モ、 4年・里芋とヘチマ、 5年・お米、
6年・ジャガイモと小松菜

・5，6年：お米炊き、
調理実習

・収穫感謝祭

・食堂のテーブルマスター、
残食の計量

・地理：世界における米作
と小麦栽培、世界各地の食
文化

・理科：消化と吸収、
栄養分

・家庭：食生活と栄
養素

・D産業：作物、養豚、養魚、
果樹、キノコ
・J 昼食づくり（調理、栄養計算）

・J 野菜栽培、堆肥作り

・地理：世界の農業と食料問題、
食料自給率、フードマイレージ

・理科：有機化合物、化学反応、酸性と
アルカリ性

・家庭：食品の成分表、栄養素とカロリー、食品衛生

・昼食づくり（調理、栄養計算、保存食づくり）

・学校・寮の食の委員、残食計量

・生活経営研究実習 -食グループ-保存食、食品加工、新メニューの開発

・生活経営研究実習 -農芸グループ-新天地の畑の利用計画
と管理

・東久留米市及び各種農業との連携

・那須農場での勇気米つくり

・2年：栄養学（選択）

・残食グループの活動

・衣類の脱ぎ着、たた
み方、翌日の洋服準備

・ハンカチ洗い、上履
き洗い

・季節や気温の変
化に応じた衣服の
着用

・昆虫の一生を学ぶ、
蚕の飼育と糸取り

・和棉の栽培

・衣服の手入れ -手
洗いと洗濯、ボタ
ン付け

・地理：布の種類と原
2料生産地-綿・綿花栽
2培地、絹･養蚕地、麻
1･麻（ヘンプ）栽培地、
羊羊毛-ヒツジの飼育地

・家庭：衣類の購
入、管理（洗濯、
手入れ、アイロン
かけ）、持ち数の
把握、廃棄の方法

・J 裁縫：衣服の
自作 1年・エプ
ロン、2年・ブラ
ウス・スカート、
3年・ ワンピー
ス

・地歴：繊維・織物
産業（紡績・製糸）

・理科：高分子と化
学繊維

・家庭：オーガニッ
ク製品と環境問題

・J 裁縫：衣服の
自作 1年ズボン・
パジャマ・シャツ
カラーのブラウス、

2年ワンピース・夏
物の上下・正式な
スカート、 3年選
択ジャケット・
オーバーコート

・J 2年：衣類整理館
の運営

・2年：ライフスタ
イル概論 -環境調和
型のライフスタイル
形成についての考察

・被服学概論・実
習：年齢・体型・障
害の有無に関わらず
全ての人の豊かな衣
生活

・卒業研究・卒業勉
強等での衣服の提案

・友愛セール

・手拭いしぼり

・ほうき掃き、
ガラス拭き

・水拭き、ワックス拭きと落ち葉掃き

・ゴミ処理場の見学

・ヘチマ栽培とタワシ作
り、ヘチマ水つくり

・家庭：モノの管理、お金
の管理（小遣い帳）、時間
の管理

・家庭：掃除の仕方、掃除道具の使い方

・自治区域・労作、掃除道具の購
入・管理

・寮の掃除・修理
・理科：石けんや洗剤の化学

・家庭：重曹やクエン酸と
いった自然素材の利用

・自治区域・労作、掃除道具の購入・
管理

・寮の掃除・修理

・生活環境委員会の活動：
ゴミの減量化、ゴミの分
別、古紙回収の推進

・2年：ライフスタイル
概論-環境調和型のライ
フスタイル形成について
の考察

・3，4年テーマ別グループ研
究-ライフスタイル：生活資源（経済・財、

時間・能力・労力）の使い方、
ライフスタイル（生活）研究の
基礎

・生活環境委員会の活動：全校のゴミの減量
化、ゴミの分別、古紙回収の推進

・気象観測と気象の報
告（昼食時）

・気象情報と天気の
変わり方、太陽の高
度と天気の変化

・理科：天気の変化 -
露点と湿度・気圧、気
象観測 -前線と気団、
日本付近の天気 -偏西
風・季節風、天気図
の書き方

・理科：太陽の運動 -
日周運動・年周運動

・理科：地球大気の
熱収支、大気の大循
環、温室効果と温暖
化

・J 気象観測とデータ
の蓄積

・台風・雪への対策
・光化学スモッグ・
熱中症注意報の連絡

・校内観測ポイント
の気象自動観測シス
テムの利用

・電気の働き：電池と回路

・節電・省エネルギー
の取組み

・燃焼の仕組み

・理科：電流と磁界 -
直流回路、電磁力と電
磁誘導、電力と電力量

・地理：エネルギー資源の
種類、エネルギーの消費量

・理科：様々なエネル
ギーとその変換，エネ
ルギー資源

・生活環境委員会の活
動：電気使用量の振返
り、節電の呼びかけ

・理科：熱とエネギー、
仕事と熱、電力とジュー
ル熱、様々な発電方法
と再生可能エネルギ
ーの利用

・理科：電気-電気と生活、
モーターと発電機、交流
と電波

・生活経営研究実習 -資
源・エネルギーグルー
プ：電気使用量のモニ
タリング、空調の自動
制御の研究、節電・省
エネルギーの推進

・生活環境委員会の活動：
全校の電気使用量の振返り、
節電の工夫と呼びかけ

・大気汚染・水質汚濁・
土壌汚染と私たちの生活

・ゴミの減量化

・家庭：私たちの生活から出
されるゴミ、洗剤、油（有機
溶剤）、重金属などの廃棄物
と大気・水質・土壌の汚染

・家庭：ゴミの減量化、廃棄物の
適正な処理 -天ぷら油・蛍光灯・電
子機器・バッテリ

・地歴：公害の歴史、途上国の公
害と私たちの生活の（鉱工業、大
規模開発など）

・理科：大気汚染物質・水質汚濁物質・土壌
汚染物質、放射性物質
・理科：原子力発電所
事故と放射能被害

・福島サマースクール

・2年：水俣公害発生地域への研修旅行

・1年：経営と経済・社会 -公害・水
俣病を，領域の異なる学問分野（経済
学・環境学，社会学，人文学）からと
らえる ・那須・蛇尾川の研究

・J 1年・大芝生管理

・5年：食の元を探
る

自 然 ：いのちと環境の調和が保たれるために水と緑と生きものを守り育てる（エコロジカル）
社 会 ：環境を守り有限な資源が循環し続けるための生産と消費の関係をつくる（サステナブ

ル）
生 活 ：生産から廃棄までの過程で環境負荷が少ないものを選んで使って暮らす（エシカル）

社 会
サステナブル

・寮での自炊

・寮での自炊、食事の委員、 D食改善委員会

・保健：食事と健康

J は女子部、 Ｄは男子部を表
す

生 活
エシカル

各分野の

河川の氾濫 、安全な水の不足 、砂漠化
と水資源の 枯渇

輸入木 材依存と国内木材 の利
活用、 国内人工林の未整 備、
違法伐 採・違法木材の取 引、
世界森 林面積の減少

開発による生息 地の破壊、耕作
放棄と里山の劣 化、外来種や化
学物質の侵入、 エコツーリズム
と生物保護の両 立

食糧自給率の低 下、巨大種苗
企業によるタネ の独占、飢
餓・食料不足と 食品ロス

大量生産大量消費 と大量廃棄、
貧困と生活保護、 後発国のイ
ンフラ・教育・福 祉・医療の
未整備

原産地での農 薬大量使用、衣
料品工場での 低賃金・重労働、
ファストファ ッションと廃棄
物増加

気候難民の発生 、温暖化による
海面上昇・食糧 生産の危機・感
染症の拡大、気 象の極端化によ
る被害（洪水・ 干ばつ・竜巻な
ど）

エネ ルギーの大量消費 、化石燃
料依 存と温室効果ガス の増加、
原子 力発電所事故と放 射能汚染、
増え 続ける放射性廃棄 物

大規模開 発と環境破壊、環 境化学
物質によ る土壌・水質汚染 、排気
ガスと大 気汚染、原子力発 電所事
故と放射 能汚染

国内外の課題
学内の目標

・食器洗い

D 名栗植林地の木材
を使った工作

・J 海山植林地見学

・校内を歩き、季
節や天気の違いを
知る・地理：世界の気候

・観測データの校内へ
の配信

・内外のデータの分
析活用

・地理：ケッペンの
気候区分

過去に行われていて現在行なわれていないものと
これから行なう予定のものが一部含まれています。

・遊びを通して多くの
生物の存在を知る

(参考)自由学園
環境文化創造に
関わる一貫教育

Curriculum
Campus
Communityの
3つのCを含む

SDGs

幼稚園～
大学部


